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町 の 人 口

(8月現在）

総人口 9, 1 4 0 人 

男 4, 2 8 0 人 

女 4, 8 6 0 人 

世帯数 2, 5 7 3 世 

U
場
小
の
建
築
本
ぎ
ま
り
 

北
校
舎
だ
け
残
し
て
改
築
 

市
場
小
学
校
の
校
舎
が
ニ
力
 

年
計
画
で
改
築
さ
れ
ま
す
．
こ
 

ん
ど
改
築
す
る
の
は
前
校
舎
と
 

中
校
舎
で
奥
校
舎
は
そ
の
ま
ま
 

【
m
 

【
川
 

一
 

こ
の
図
は
市
場
小
学
校
の
完
成
図
 

残
さ
れ
ま
す
．
前
校
舎
の
新
し
い
二
階
建
 

て
は
昭
和
一
干
九
年
に
残
り
の
古
い
校
舎
 

は
明
治
二
十
四
年
と
二
十
五
年
に
建
て
ら
 

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
老
朽
校
舎
で
 

す
．
文
部
省
の
現
地
調
査
で
新
し
い
前
校
 

舎
の
二
階
建
て
は
県
道
の
騒
音
が
は
げ
し
 

い
た
め
不
適
格
校
舎
に
、
古
い
校
舎
は
危
 

険
校
舎
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
の
ほ
P
運
 

築
が
本
決
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
校
舎
建
設
を
実
現
す
る
た
め
、
町
 

の
熱
行
部
並
ぴ
に
町
議
会
は
補
助
金
と
起
 

債
の
獲
得
に
全
力
を
つ
く
し
ま
し
た
．
こ
 

の
改
築
校
舎
の
総
建
築
費
は
、
約
一
億
円
 

で
す
．
第
一
期
工
事
は
十
月
上
旬
か
ら
は
 

じ
め
ら
れ
ま
す
が
．
前
校
舎
は
鉄
筋
二
階
 

建
て
（
広
さ
九
五
ニ
平
方
米
）
後
校
舎
は
 

鉄
筋
「
爾
建
て
（
広
さ
二
．
一
一
（
又
）
皿
方
 

米
）
第
一
期
工
事
の
財
源
は
国
の
補
助
九
 

一
一
万
円
、
残
り
は
起
債
と
一
股
財
源
で
 

ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

道
路
通
行
禁
止
区
間
 

上
野
原
田
四
叉
路
か
ら
宮
の
馬
場
間
は
 

十
一
耳
ニ
十
五
日
ま
で
、
城
山
橋
・
庚
申
 

橋
間
は
片
側
通
行
で
．
十
月
一
干
一
日
ま
 

で
の
区
間
は
通
行
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 

・
「
 

国
家
や
地
方
公
共
団
体
で
は
国
民
の
福
 

一
祉
や
、
い
ろ
い
ろ
な
利
益
を
進
め
る
た
め
 

』
に
、
多
く
の
公
費
を
使
っ
て
数
多
く
の
施
 

）
設
を
も
う
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

一 
一
股
の
人
は
案
外
こ
れ
を
知
ら
ず
、
何
も
 

）
な
か
っ
た
昔
と
同
様
な
考
え
で
、
自
分
一
 

・
人
で
苦
労
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
．
せ
っ
 

（
か
く
の
施
設
は
大
い
に
利
用
し
な
く
て
は
 

「
な
り
ま
せ
ん
。
 

） 

国
民
に
は
そ
の
権
利
が
あ
り
ま
す
。
遠
 

）
慮
な
く
相
談
を
持
ち
こ
ん
で
下
さ
い
．
 

》 

次
に
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
施
設
を
紹
 

》
介
し
ま
し
き
つ
。
 

（ 

保
健
衛
生
に
関
す
る
施
設
 

~―知っておきたい ~ 
I 役所との関係一 

保健衛生に関する施設（3) 

Y
保
健
所
I
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
な
 

ら
何
で
も
一
度
保
健
所
へ
行
っ
て
み
る
が
 

よ
い
．
簡
単
な
こ
と
な
ら
直
ぐ
治
療
手
当
 

を
し
て
く
れ
る
し
、
相
談
に
の
り
、
紹
介
 

も
し
て
く
れ
る
。
各
種
予
防
注
射
や
便
や
 

血
の
検
査
、
x
線
診
断
な
ど
も
し
て
く
れ
 

る
。
検
便
や
血
圧
、
視
力
の
測
定
、
結
核
 

の
診
断
、
成
人
病
の
相
談
な
ど
は
無
料
、
 

注
射
そ
の
他
は
実
費
で
あ
る
．
 

▼
優
生
保
護
相
談
所
I
妊
産
婦
の
健
康
相
 

談
や
母
子
手
帳
は
保
健
所
の
指
導
係
で
く
 

れ
る
が
，
妊
娠
調
節
や
中
絶
の
こ
と
は
、
 

こ
、
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。
保
鷺
所
内
に
 

あ
る
．
 

▼
乳
児
院
I
母
親
が
結
核
な
ど
の
悪
い
病
 

気
で
、
新
生
児
に
伝
染
の
恐
れ
が
あ
り
．
 

養
育
の
手
が
な
い
場
合
は
、
こ
、
に
行
 

く． ▼
肢
体
不
自
由
児
相
談
I
小
児
ま
ひ
そ
の
 

他
で
身
体
の
不
自
由
な
子
供
を
か
、
え
た
 

人
は
、
一
磨
打
っ
て
み
る
が
よ
い
。
療
養
 

費
の
こ
と
も
、
心
配
し
て
く
れ
る
．
 

▼
精
神
衛
生
相
談
所
I
知
恵
の
お
く
れ
た
 

子
、
不
良
性
を
お
び
た
子
、
そ
の
他
ノ
イ
 

ロ
ー
ゼ
や
心
の
悩
み
の
あ
る
人
の
相
談
に
 

の
る
．
 

▼
犬
抑
留
所
I

野
犬
で
困
っ
た
ら
こ
、
 

へ
。
野
犬
は
予
防
注
射
を
し
て
い
な
い
か
 

ら
狂
犬
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
．
 



報
 

広
 

報
 

広
 

(3） 広 報 あ か い け 広 報 あ か い け （2) 、
 
'
 

小
竹
2
赤
池
線
バ
イ
パ
ス
道
 

早
や
け
れ
ば
今
秋
着
工
 

企
業
誘
致
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
赤
 

池
町
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
タ
ウ
ン
の
建
設
を
 

計
画
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
 

で
は
一
般
に
鉱
害
が
あ
っ
て
交
通
の
便
の
 

悪
い
の
が
産
炭
地
と
い
う
先
入
観
を
持
「
 

て
い
る
の
で
、
ま
ず
（
筑
豊
の
谷
間
‘
の
 

代
名
詞
を
な
く
す
の
が
先
決
と
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
町
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
公
 

営
住
宅
の
建
設
に
よ
っ
て
町
の
人
口
減
泰
 

く
い
と
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
町
の
 

計
画
を
側
面
か
ら
推
吐
進
し
て
い
る
の
が
バ
 

イ
パ
ス
道
の
建
設
と
吉
ケ
浦
工
業
団
地
 

に
、
通
産
局
、
産
炭
地
振
興
事
業
団
、
県
 

開
発
部
振
興
課
の
合
同
調
査
団
が
本
町
を
 

実
地
調
査
し
ま
し
た
。
診
断
の
結
果
、
ま
 

ず
別
図
の
吉
ケ
浦
地
区
の
八
〇
万
平
方
メ
 

『
図
は
工
場
団
地
と
バ
イ
パ
ス
 

道
の
建
設
予
定
図
」
 

内

科

医

長

に

 

吉

窪

氏

が

就

任

 

吉
窪
氏
は
熊
本
大
学
医
学
部
卒
業
後
文
 

部
教
官
助
手
に
な
り
、
同
大
学
附
属
病
院
 

放
射
線
科
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
こ
の
 

ほ
ど
町
立
病
院
の
内
科
医
長
と
し
て
就
任
 

し
ま
し
た
。
 

、
I
、
‘
、
）
、
ク
、
（
A
j
、
j
‘
，
、
！
ク
‘
み
‘
ー
、
‘
一
 

選
挙
人
名
簿
の
登
録
 

確
認
は
早
め
に
 

昭
和
四
＋
四
年
度
法
律
第
四
八
号
を
も
 

っ
て
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
せ
ら
れ
 

六
月
ニ
士
」
日
公
布
旗
打
さ
れ
た
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
．
 

今
度
の
改
正
で
選
挙
人
名
簿
に
皿
鼓
さ
 

れ
る
の
は
当
該
市
町
村
の
」
」
臣
＼
票
が
作
成
 

ー
ト
ル
が
適
地
で
直
方
団
地
を
吉
ケ
浦
ま
 

で
広
げ
る
に
は
、
ま
ず
道
路
網
の
整
備
が
 

急
務
で
、
す
で
に
、
小
竹
ー
赤
池
線
県
 

道
バ
イ
パ
ス
の
測
量
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
 

す
糸
～
、
こ
の
結
果
は
、
赤
池
派
出
所
の
横
 

か
ら
、
ボ
タ
山
の
工
を
通
り
、
伏
原
か
ら
 

小
峠
に
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
す
。
こ
 

の
バ
イ
パ
ス
道
の
開
通
に
よ
っ
て
町
の
交
 

通
事
情
も
緩
和
さ
れ
、
工
場
団
地
も
開
発
 

さ
れ
ま
す
．
工
場
団
地
は
、
い
ま
は
ま
だ
 

ビ
ジ
ョ
ン
の
段
階
、
だ
が
計
画
が
順
調
に
 

進
め
ば
近
い
将
来
に
は
実
現
さ
れ
ま
す
。
 

バ
イ
パ
ス
の
工
事
は
県
の
計
画
で
は
、
早
 

や
け
れ
ば
，
十
一
月
末
か
ら
着
工
さ
れ
る
 

予
定
で
す
．
 

■完成が待たれる町立病院■ 

町立病院建設の工事が今春3月末から始められました 

が、工事は順調にすすみ、内部装飾だけ残して工事は急ピ 

ッチで進められています。 

さ
れ
た
日
か
ら
引
続
き
「
万
月
以
上
住
民
 

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
 

切
で
あ
り
ま
す
．
 

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
せ
ら
れ
て
 

本
年
九
月
一
日
が
初
め
て
の
A
鼓
日
で
あ
 

り
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
は
住
民
基
本
台
帳
 

を
基
づ
い
て
選
挙
人
名
簿
に
零
隷
し
ま
す
 

の
で
皆
さ
ん
が
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
法
 

に
よ
る
住
民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

を
確
認
し
又
選
挙
人
名
簿
に
も
「
一
 

さ
れ
 

て
い
る
こ
と
を
各
自
が
確
認
す
る
こ
と
が
 

大
切
で
あ
り
ま
す
．
 

本
年
十
一
一
月
に
衆
議
院
議
員
の
解
散
の
 

う
わ
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
 

住
民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
な
く
て
選
挙
人
 

名
簿
に
皿
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
投
票
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
有
権
者
 

各
自
が
注
意
す
る
こ
と
を
御
願
い
し
ま
 

す． 
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へ
 

町
が
昭
和
」
干
九
年
度
か
ら
住
宅
対
 

（
 
策
特
に
低
零
者
の
対
策
を
五
カ
年
計
 

へ
 
画
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
 

（
 
度
の
町
営
住
宅
の
建
築
戸
数
は
十
六
戸
 

（
 
で
伏
原
団
地
に
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
 

」
、
ま
し
た
。
町
内
の
住
宅
事
情
は
都
市
ほ
 

(1

ど
に
深
刻
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ま
だ
 

％
 
ま
だ
困
っ
て
 

）
 
胃
人
が
い
 

」 

」 

～
ま
す
・
工
事
 

づ

 
す

 

、
 
」
耳
に
は
完
 

）
 
成
す
る
予
定
で
す
・
 

）
 

こ
の
住
宅
は
簡
易
耐
火
平
屋
建
で
一
 

、
 
戸
の
床
面
積
三
十
一
平
方
米
で
六
畳
と
 

〕
 
四
畳
半
に
」
憂
、
そ
れ
に
玄
関
、
炊
事
 

）
 
場
、
黛
所
、
物
置
兼
風
呂
場
の
つ
い
た
 

、
 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
き
小
住
宅
で
す
．
 

〕
 

改
良
住
宅
は
 32 
戸
建
築
 
こ
の
 

）
郵
t
響
 

本

年

度

 60 

戸

建

築

 

一

 、
 
は
十
月
に
着
 

一、 

…
 

一・・ 

ー

 

‘ー 

ト・一 

一‘ 

れ
ま
す
，
こ
 
J
 

れ
ま
で
の
 
ハ
 

た
も
の
で
す
．
建
物
の
構
造
は
簡
易
耐
 

火
「
階
建
で
、
十
月
か
ら
工
事
が
は
じ
 

め
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
住
ん
で
い
る
人
 

は
こ
の
住
宅
が
完
成
し
ま
す
と
移
転
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

一・iI
…I
、ミ11
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同
和
住
宅
は
十
ニ
戸
 
同
和
住
 

宅
は
本
年
度
十
ニ
戸
建
築
し
ま
す
が
、
 

農

業

委

員

決

ま

る

 

会

長

に

池

田

勝

氏

 

こ
の
た
び
農
業
委
員
が
無
投
票
で
左
記
 

の
方
に
決
ま
り
、
会
長
に
池
田
勝
氏
、
副
 

会
長
に
長
野
龍
次
郎
氏
が
1
決
ま
り
ま
し
 

た． 

委
員
は
次
の
通
り
で
す
。
 

世
良
唯
男
（
一
支
所
）
浦
田
鷹
彦
（
ニ
支
 

所
）
武
末
募
（
三
支
所
）
徳
久
義
男
（
三
 

支
所
）
柴
田
豊
（
四
支
所
）
平
元
繁
松
（
 

五
支
所
）
谷
富
次
（
六
支
所
）
日
高
進
（
 

七
支
所
）
長
野
龍
次
郎
（
八
支
所
）
池
永
 

近
（
九
支
所
）
 

学
識
径
換
首
 

」
田
勝
（
議
A
推
薦
）
立
花
全
兵
衛
（
議
 

会
推
薦
）
小
松
政
清
（
議
会
推
薦
）
立
花
 

杉
夫
（
農
協
推
薦
）
市
川
繁
義
（
共
済
推
 

薦） 、
グ
、
い
汐
、
J
】
、
）
、
J
l
、j
】
、
p
】
、
J
、
J
、
j
、
一
、
・
 

事
務
能
力
・
住
民
へ
 

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
 

「
職
員
の
講
習
会
」
 

九
月
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
赤
池
町
公
 

民
館
で
役
場
職
員
の
地
方
行
政
事
務
の
講
 

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

役
場
職
員
組
合
（
木
原
正
則
如
 

晴
才
の
国
体
旗
リ
レ
ー
 

出

場

隊

員

決

ま

る

 

第
二
十
四
回
国
民
体
育
大
会
（
長
崎
大
 

会
）
に
先
が
け
、
大
会
旗
が
北
九
州
市
か
 

ら
筑
豊
を
経
て
福
岡
市
へ
向
い
ま
す
．
 

こ
の
大
会
旗
が
十
月
四
日
赤
池
町
を
通
 

過
し
ま
す
．
こ
の
大
会
旗
は
交
通
混
雑
の
 

た
め
長
崎
国
体
を
最
後
に
姿
を
消
す
こ
と
 

に
な
り
ま
す
の
で
記
念
す
べ
き
行
事
に
な
 

り
ま
す
。
こ
の
大
会
旗
リ
レ
ー
に
町
民
皆
 

様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す． 
こ
の
晴
れ
の
大
会
旗
リ
レ
ー
に
出
場
す
 

る
隊
員
は
次
の
通
り
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
 

年
団
並
び
に
赤
池
中
学
校
生
徒
・
 

受
継
ぎ
地
点
（
赤
池
町
標
識
）
 

武
末
一
郎
（
貴
船
）
藤
掛
康
記
（
伏
原
）
 

山
口
茂
男
（
県
営
）
宮
崎
敏
美
（
高
尾
）
 

野
口
義
純
（
県
営
）
倉
下
勇
（
北
町
）
立
 

花
智
幸
（
八
区
）
近
藤
昌
幸
（
本
町
）
嶋
 

田
鎮
年
（
車
道
）
久
原
勝
己
（
四
区
）
浦
 

田
英
徳
（
一
図
）
藤
田
英
徳
（
高
尾
）
斉
 

藤
治
夫
（
猿
田
）
辰
己
正
信
（
上
の
原
）
 

木
村
義
雄
（
本
町
）
太
田
健
ニ
（
本
町
）
 

太
田
孝
信
（
」
図
）
桑
野
孝
（
市
場
）
大
 

竹
章
貴
（
貴
船
）
小
松
高
広
（
大
浦
）
平
 

川
慎
治
（
八
区
）
 

受
継
ぎ
地
点
（
市
場
校
）
 

赤
池
町
青
年
団
チ
ー
ム
 

日
高
勝
幸
、
村
上
博
美
、
久
原
猛
、
桑
 

野
孝
則
、
久
原
寿
、
久
原
順
子
、
桑
野
正
 

子
、
久
原
早
苗
（
以
上
七
区
）
，
小
島
千
 

代
子
、
有
吉
政
広
、
有
吉
政
高
、
立
花
保
 

枝
、
藤
井
敏
寛
、
柴
田
修
、
長
谷
川
純
 

一
、
福
原
ル
ミ
子
（
以
上
赤
池
）
、
中
村
 

恵
次
（
六
区
）
、
定
宗
義
高
（
三
区
）
本
 

川
和
枝
（
病
院
）
太
田
義
弘
（
上
野
）
坂
 

田
洋
子
（
赤
池
）
 

尚
、
通
過
区
間
は
赤
池
標
識
か
ら
人
見
 

橋
迄
、
通
過
時
刻
は
、
赤
池
標
識
、
午
後
 

一
四
時
四
六
分
、
市
場
校
、
一
五
時
で
通
 

過
し
ま
す
。
 

お
 
・L A

不・・ 

一
、
金
壱
封
 
猪
口
博
好
殿
 

亡
父
一
也
殿
（
本
町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
藤
崎
信
幸
殿
 

亡
父
峯
松
殿
（
車
道
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
】
昇
《
近
藤
利
春
殿
 

亡
母
ミ
ョ
シ
殿
（
本
町
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
川
広
カ
ナ
エ
殿
 

亡
父
健
一
殿
（
中
町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
永
末
寿
夫
 

亡
父
数
吉
殿
（
常
福
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
西
村
正
人
殿
 

亡
父
章
三
殿
（
昭
和
町
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
池
田
一
也
殿
 

亡
父
茂
造
殿
（
徳
人
原
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
池
永
直
殿
 

亡
母
マ
キ
ノ
殿
（
十
区
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

住
宅
は
現
在
、
中
町
、
南
町
に
あ
る
 

町
営
住
宅
で
、
昭
和
四
十
一
年
に
赤
池
 

炭
鉱
か
ら
町
が
払
い
下
げ
を
受
け
て
町
 

営
住
宅
と
し
て
、
一
」
天
世
帯
が
住
ん
 

で
い
ま
す
糸
N
、
住
宅
が
老
朽
化
し
た
た
 

め
、
伏
原
団
地
に
五
カ
年
計
画
で
本
年
 

度
は
三
十
三
戸
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
 

地
域
別
の
建
築
数
は
、
大
谷
地
区
、
大
 

浦
地
区
、
赤
池
に
そ
れ
ぞ
れ
四
戸
づ
つ
 

建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
建
築
 

構
造
は
、
木
造
瓦
葺
平
屋
建
で
明
春
三
 

月
に
完
成
し
ま
す
．
 

団
地
造
成
工
事
こ
の
団
地
は
元
 

発
電
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
十
月
上
旬
 

か
ら
工
事
が
 

一
 

む

住

宅

政

策

 

＼
鶏
「
）
 

団
地
、
上
の
 
】一
 

原
、
炭
鉱
伏
 

原
、
町
伏
原
の
各
団
地
は
建
設
の
用
地
 

が
な
い
た
め
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
 

業
に
よ
っ
て
広
さ
約
一
ニ
、
〇
〇
〇
平
 

方
米
の
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
ま
す
．
こ
 

の
団
地
が
完
成
し
ま
す
と
、
五
十
六
戸
 

の
住
宅
が
建
築
さ
れ
ま
す
が
、
来
年
度
 

の
建
築
戸
数
は
ま
だ
未
定
で
す
。
 

一
 

で
は
役
場
職
員
の
地
方
行
政
事
務
の
講
習
 

会
を
開
き
ま
し
た
。
役
場
職
員
で
五
年
未
 

満
勤
務
の
職
員
三
十
四
人
に
（
事
務
能
力
 

雲
隣
 

一
、
金
壱
封
 
石
井
卜
III
エ
殿
 

亡
息
透
殿
（
稲
荷
町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
安
藤
力
タ
殿
 

亡
姉
田
中
ト
ョ
殿
（
市
場
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
太
田
黒
マ
ツ
エ
殿
 

亡
息
誠
殿
（
下
高
尾
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
乾
信
子
殿
 

亡
父
宗
一
殿
（
車
道
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 郡

民
体
育
大
会
で
 

伊
川
氏
が
表
彰
さ
れ
る
 

田
川
郡
民
体
育
大
会
が
八
月
三
日
香
春
 

町
で
九
カ
町
村
の
郡
民
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
 

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
で
赤
池
町
体
育
協
 

会
長
（
伊
川
重
彦
氏
）
が
体
育
功
労
者
と
 

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
 

会
 

協
 

育
 

体
 

伊
 

表
彰
の
理
由
は
昭
和
三
十
六
年
に
郡
内
 

で
い
ち
早
く
体
育
協
会
を
設
立
し
町
民
体
 

青
の
振
興
に
努
力
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
 

た
も
の
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

体
育
協
会
は
発
足
と
同
時
に
各
種
競
技
 

大
会
の
開
催
な
ど
、
今
日
の
基
礎
を
作
る
 

と
と
も
に
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
 

た
ゆ
ま
ざ
る
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
．
 

ヌ
ポ
十
ツ
振
興
法
の
制
定
に
よ
り
社
会
体
 

育
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
今
日
、
 

今
回
の
表
彰
を
機
会
に
一
自
の
活
躍
が
期
 

待
さ
れ
ま
す
＼
 

の
向
上
と
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
‘
を
高
め
 

る
た
め
ひ
ら
い
た
も
の
、
町
村
に
は
職
員
 

研
修
の
機
会
が
少
な
く
と
く
に
地
方
行
政
 

面
に
つ
い
て
未
知
な
点
が
多
く
、
経
験
年
 

数
の
あ
さ
い
若
い
職
員
の
作
成
し
た
書
類
 

の
不
備
が
目
立
ち
、
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
化
 

に
プ
レ
ー
キ
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
 

り、 

」
」
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
困
惑
す
 

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
講
師
に
は
各
課
長
や
 

係
長
が
あ
た
り
、
若
い
職
員
た
ち
は
熱
心
 

に
受
講
し
ま
し
た
．
 

こ
ん
ご
町
役
場
で
は
管
理
職
に
あ
る
職
 

員
の
研
修
も
実
施
す
る
そ
ろ
で
す
。
 

写
真
は
熱
心
に
受
講
す
る
職
員
た
ち
 

、
 
、
）
・
、
J
『・、IA
、1
イ、J
ゾ
、
“
ク
‘
、
J
・
、
f
、
J
、
）
、
 

事
故
や
災
害
に
そ
な
 

え
て
 

簡
易
保
険
の
 

傷
害
保
険
を
 

交
通
事
故
や
思
わ
ぬ
災
難
な
ど
死
亡
し
 

た
り
、
傷
つ
い
た
り
し
て
い
る
人
が
ふ
え
 

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
郵
便
局
の
簡
易
保
 

険
で
は
「
傷
害
特
約
」
の
保
険
を
九
月
一
 

日
か
ら
取
り
扱
》
承
に
な
り
ま
し
た
。
こ
 

の
傷
害
特
約
は
、
簡
易
保
険
の
全
部
の
種
 

類
に
セ
ッ
卜
で
き
ま
す
の
で
手
軽
る
に
加
 

入
い
た
だ
け
ま
す
．
 

傷
害
特
約
に
つ
い
て
の
保
険
金
と
保
険
 

期
間
は
、
も
と
に
な
る
保
険
と
同
じ
で
掛
 

金
は
、
年
令
、
職
業
に
関
係
な
く
保
険
金
 

一
〇
〇
万
円
に
つ
き
月
額
二
〇
〇
円
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
金
は
、
思
わ
ぬ
事
故
で
死
亡
し
た
 

り
、
身
体
障
害
に
な
っ
た
り
、
治
療
の
た
 

め
入
院
し
た
と
き
な
ど
に
支
払
わ
れ
ま
 

す
．
危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
現
代
の
備
え
と
 

し
て
「
傷
害
特
約
付
簡
易
保
険
」
を
お
す
 

す
め
し
ま
す
。
 

（
赤
池
郵
便
局
）
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▽
巡
回
結
核
検
診
 

次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
町
民
の
 

方
は
受
け
て
下
き
い
．
 

0
時
と
所
 

10 
月
 21 
日
 
10 
時
ー
 15 
時
 
老
人
ホ
ー
ム
 

10 
月
m
日
 
10 
時
ー
 15 
時
 
上
野
保
育
所
 

1
0
 

月乃日 

1
0
 

時ー 
1
2
 

時
サ
結
概
騒
 

10 
月
 23 
日
 
13 
時
ー
 15 
時
 
鋼
木
田
公
民
 

10 
月
群
日
 
10 
時
ー
 15 
時
 
三
区
公
民
館
 

▽
町
民
運
動
会
 

春
実
施
予
定
の
町
民
運
動
会
が
雨
で
順
 

延
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
会
を
次
 

の
日
程
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

o
時
と
会
場
 
10 
月
 12 
日
午
前
9
時
か
ら
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
 

▽
秋
季
野
球
大
会
 

0
時
と
所
 
10 
月
 19 
日
午
前
9
時
か
ら
町
 

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し
ま
す
．
 

o
申
込
締
切
 
10 
月
 15 
日
 

o
申
込
先
 

町
公
民
館
 

読

書

 の
 
秋
 

公
民
館
図
書
の
ご
利
用
 

公
民
館
図
書
は
現
在
三
五
〇
〇
冊
突
破
 

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
に
ち
図
書
を
利
用
 

し
て
い
る
方
は
わ
ず
か
で
、
図
書
の
存
在
 

は
、
ほ
か
の
一
部
の
町
民
の
懐
に
あ
る
の
 

み
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

図
書
の
大
衆
化
を
目
指
す
、
わ
た
く
し
ど
 

も
は
、
貸
し
出
し
方
法
や
購
入
の
選
択
に
 

つ
い
て
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
に
 

は
、
公
民
館
図
書
と
「
万
月
に
一
度
巡
回
 

し
て
く
る
県
立
図
書
が
あ
り
ま
す
。
県
立
 

図
書
は
皆
様
の
御
希
望
に
よ
っ
て
配
本
も
 

で
き
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
御
希
望
を
お
 

よ
せ
下
さ
い
。
こ
ん
ご
皆
様
の
こ
利
用
を
 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
 

、
 
は
十
月
に
着
 

あ
 

か
 

け
 



(4) ー
 カ

 
あ
 

報
 

広
 

消
防
に
つ
か
え
な
い
消
火
せ
ん
 

「
苦
情
相
談
か
ら
」
 

湯
ロ
さ
ん
の
町
に
あ
る
消
火
せ
ん
は
消
 

防
署
に
あ
る
ポ
ン
プ
吸
水
管
に
比
べ
て
小
 

さ
い
た
め
消
火
の
と
き
は
役
に
立
ち
ま
せ
 

ん． 
こ
の
こ
と
を
消
防
署
に
申
し
入
れ
ま
し
 

た
が
一
向
に
善
処
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
．
 

湯
口
さ
ん
は
火
災
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
 

手
遅
れ
に
な
り
ま
す
の
で
早
く
な
ん
と
か
 

し
て
ほ
し
い
と
行
政
相
談
委
員
に
申
し
出
 

ま
し
た
．
 

申
」
由
を
つ
け
た
行
政
相
談
委
員
は
さ
 

っ
そ
く
そ
の
旨
を
町
当
局
に
連
絡
し
ま
し
 

た
。
そ
の
結
果
町
で
は
全
部
の
消
火
せ
ん
 

を
調
べ
管
を
消
防
署
に
あ
る
ポ
ン
プ
に
連
 

絡
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
．
 

こ
れ
は
こ
の
街
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

が
こ
の
よ
う
な
話
し
に
限
ら
ず
役
所
で
何
 

と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
と
い
う
よ
 

う
な
あ
な
た
の
疑
間
や
不
満
や
困
り
ご
と
 

は
ご
え
ん
り
ょ
な
く
．
赤
池
町
猿
田
に
お
 

l

，
「
、
グ
‘
J
方
《
グ
、
＃
，
、
ク
ー
 

●
〈
\
?
A
'
r
J
も
§
）
、
そ
』
】
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県
営
伏
原
に
 

公
民
館
が
完
成
 

伏
原
県
営
住
宅
（
館
長
大
井
清
人
氏
）
 

の
人
A
の
熱
意
に
こ
た
え
こ
の
ほ
ど
公
民
 

館
が
完
成
し
ま
し
た
。
福
岡
県
が
昭
和
四
 

十
二
年
か
ら
炭
鉱
伏
原
に
県
営
住
宅
を
建
 

設
し
て
来
ま
し
た
が
住
宅
が
五
十
ニ
戸
に
 

な
り
現
在
五
十
二
世
帯
の
人
が
居
住
し
て
 

ま
い
す
．
 

こ
の
地
区
の
人
は
県
営
住
宅
に
入
居
し
 

た
も
の
の
、
部
屋
が
狭
い
た
め
自
治
 

会
の
集
会
を
す
る
に
も
，
公
民
館
活
 

動
を
す
す
め
る
に
し
て
も
場
所
が
な
 

く
、
不
便
を
感
じ
て
い
ま
し
た
，
 

こ
の
公
民
館
建
設
に
よ
っ
て
子
ど
 

も
会
や
婦
人
会
の
組
臓
が
必
要
に
な
 

り
、
子
ど
も
会
で
は
、
夏
休
み
や
、
 

毎
月
第
一
日
曜
日
に
町
内
の
美
化
運
 

動
に
精
を
出
し
町
内
の
人
た
ち
か
ら
 

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
地
区
 

に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
社
会
教
育
の
 

組
織
化
に
よ
っ
て
公
民
館
を
活
用
し
 

活
動
が
堆
港
ぎ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
 

ま
す
．
（
写
真
は
完
成
し
た
公
民
館
）
 

」
、
魂
い
一
 

1 

住
ま
い
の
行
政
相
談
委
員
、
木
村
伴
太
郎
 

氏
か
九
州
管
区
行
政
監
察
局
（
福
岡
市
博
 

多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号
）
に
お
申
し
 

出
下
さ
い
。
 

交
 
通
 
事
 
故 

盗
 
難

事

件

 
町内 

こ
と
し
一
月
か
ら
八
月
ま
で
町
内
で
発
 

生
し
た
交
通
事
故
の
件
数
は
、
二
十
八
件
 

（
死
亡
一
人
含
む
）
で
す
。
 

主
な
交
通
事
故
現
場
は
県
道
（
市
場
校
 

I上
巾
津
バ
ス
停
間
）
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
 

因
は
運
転
手
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
 

や
、
安
全
確
認
の
不
注
意
、
そ
れ
に
飲
酒
 

運
転
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
．
 

車
の
事
故
発
生
時
間
を
見
ま
す
と
．
午
 

前
六
時
三
十
分
か
ら
十
八
時
三
十
分
ま
で
 

と
な
り
、
日
曜
日
は
一
件
も
な
く
金
曜
と
 

土
曜
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
．
 

こ
の
区
間
は
車
を
運
転
す
る
人
た
ち
か
 

ら
（
魔
の
市
津
カ
ー
ブ
‘
と
呼
ば
れ
て
い
 

る
だ
け
に
、
車
を
運
転
す
る
人
は
細
心
の
 

注
意
が
必
要
で
す
。
赤
池
派
出
所
で
は
十
 

月
か
ら
販
締
り
を
強
化
し
て
車
の
安
全
運
 

転
の
指
導
に
の
り
だ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
 

す． 
盗
難
事
件
 
こ
と
し
発
生
し
た
町
内
 

の
盗
難
事
件
発
生
件
数
は
四
十
に
の
ぼ
 

り
，
空
巣
が
二
〇
件
、
忍
ぴ
込
み
（
深
夜
 

直
 方
至
る
十
 

英
彦
山
川
 

．
 

一 

校
 

一 

》 

場
 

一 

》 

市
 

市
津
パ
、
停
 

（ 事
故
多
発
地
 

咽
 

家
屋
に
侵
入
）
「
耳
、
車
上
狙
い
八
件
、
 

そ
の
他
七
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

最
近
の
盗
難
傾
向
は
車
上
狙
い
が
多
く
 

被
害
品
は
車
に
つ
け
て
い
る
「
カ
ー
ス
テ
 

レ
オ
」
や
り
方
は
駐
車
の
車
の
三
角
窓
を
 

破
っ
て
車
内
の
物
を
盗
む
手
口
が
多
く
．
 

「
車
を
持
っ
て
い
る
方
は
駐
車
方
法
を
よ
 

く
考
え
て
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
 

て
下
さ
い
。
」
と
、
赤
池
派
出
所
で
は
町
民
 

の
皆
様
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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．
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．
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．
・
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・
、
．
・
 

婦
人
会
研
修
会
ひ
ら
く
 

国
立
阿
蘇
青
年
の
家
 

九
月
七
日
・
八
日
両
日
田
川
郡
婦
人
会
 

連
絡
協
議
会
主
催
し
て
熊
本
県
阿
蘇
山
の
 

裾
野
に
あ
る
国
立
阿
蘇
青
年
の
家
に
郡
内
 

か
ら
婦
人
幹
部
一
五
八
名
、
本
町
よ
り
森
 

会
長
外
十
七
名
出
席
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
 

た． こ
の
研
修
は
婦
人
の
立
場
か
ら
婦
人
会
 

の
組
織
の
中
で
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
．
婦
人
会
幹
 

部
と
し
て
資
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
ひ
 

ら
か
れ
ま
し
た
．
 

ニ
百
年
も
続
く
 
願
成
就
 

草
場
公
民
館
（
谷
静
馬
館
長
）
で
は
八
 

月
一
干
六
日
草
場
公
民
館
と
広
場
で
町
内
 

の
人
約
二
百
人
が
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
 

し
た
．
 

こ
の
願
成
就
は
、
今
か
ら
約
二
百
年
 

前
．
草
場
一
帯
に
牛
馬
の
疫
病
が
大
流
行
 

し
て
変
死
す
る
の
で
、
村
人
は
人
心
悩
女
 

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
河
童
の
た
 

た
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
水
神
に
 

病
気
平
癒
の
祈
願
を
し
て
村
内
が
」
軒
に
 

な
っ
て
も
願
を
成
就
す
る
と
の
ー
コ
 
偵
声
 

夜
半
ま
で
つ
づ
い
た
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
 

立
て
た
と
こ
ろ
間
も
な
く
終
恨
し
ま
し
 

た
。
そ
れ
か
ら
草
場
寺
ケ
谷
溜
池
横
の
水
 

神
に
毎
年
七
月
末
日
ま
で
に
祭
典
を
し
て
 

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
若
い
人
が
少
な
 

く
な
っ
た
た
め
夏
休
み
に
祭
典
を
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
願
」
〉
範
の
日
は
若
い
人
た
ち
は
御
 

里
に
帰
り
祭
典
に
協
力
，
鐘
や
太
鼓
で
離
 

し
立
て
な
が
ら
祈
願
を
し
ま
し
た
。
夜
は
 

催
し
も
の
に
う
つ
り
、
婦
人
会
や
子
ど
も
 

た
ち
は
自
主
的
に
、
歌
や
寸
劇
を
披
露
、
 

直
方
市
中
泉
か
ら
踊
り
子
や
見
物
人
が
押
 

し
か
け
夜
半
ま
で
区
民
総
出
の
賑
や
か
さ
 

で
し
た
。
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行
政
相
談
週
間
始
ま
る
 

行
政
管
理
庁
で
は
十
月
十
二
日
か
ら
十
 

八
日
ま
で
の
一
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
 

し
て
皆
さ
ん
か
ら
の
行
政
に
関
す
る
相
談
 

を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
か
ら
国
や
 

県
、
あ
る
い
は
町
が
行
な
う
仕
事
に
対
し
 

て
不
満
や
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
 

還
慮
な
く
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
‘
 

申
し
出
先
は
九
州
管
区
行
政
監
察
局
（
 

福
岡
市
博
多
駅
東
ニ
丁
目
十
一
番
一
邑
 

か
赤
池
町
猿
田
に
お
住
い
の
行
政
相
談
委
 

員
木
村
伴
太
郎
市
に
申
し
出
下
さ
い
。
 

な
お
こ
の
行
政
相
談
週
間
中
に
は
左
記
 

日
時
に
合
同
相
談
を
も
行
な
い
ま
す
の
で
 

御
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

記
 

一
、
日
時
 
十
月
十
七
日
午
一
究
時
か
ら
 

午
後
四
時
ま
で
 

一
、
場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

一
、
相
談
 
に
応
ず
る
方
大
は
 

人
権
擁
護
委
員
 
荒
木
 
利
雄
 

調
 
停
 
委
員
 
太
田
 
達
彦
 

行
政
相
談
委
員
 
木
村
伴
太
郎
 

老
人
会
旗
を
寄
贈
 

久
原
力
ク
さ
ん
 

市
場
の
久
原
カ
ク
さ
ん
が
亡
夫
の
周
太
 

郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
赤
池
町
老
 

人
ク
ラ
ブ
（
藤
井
良
太
郎
会
長
）
に
審
贈
 

し
ま
し
た
．
こ
の
会
旗
は
ク
ラ
ブ
員
が
亡
 

く
な
っ
た
と
き
に
告
別
式
場
に
飾
ら
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
 

写
真
は
寄
贈
さ
れ
た
老
人
会
旗
 

町
内
の
ニ
ュ
ー
ス
を
 

広
報
あ
か
い
け
に
 

町
内
の
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
 

結
構
で
す
か
ら
、
五
百
字
程
度
に
ま
と
め
 

て
町
公
民
館
広
報
係
へ
お
送
り
下
さ
い
．
 


